














196 年 3 月 群馬大学医学部医学科卒業
196 年 5 月 群馬大学医学部付属病院眼科研修医
198 年 6 月 上尾中央総合病院眼科医員
19 年 5 月 群馬大学医学部付属病院眼科医員
20 年 2 月 聖路加国際病院眼科医員
群馬大学大学院医学系研究科視覚病態学研究生
207 年 12 月 ロンドン大学眼科 Divsion of Molecular Therapy 
小暮(片倉)朗子
東京女子医科大学眼科准講師
および Morfields Eye Hospital (Honray Resarch Asociate) 
209 年 3 月 群馬大学博士号取得
209 年 6 月 東京女子医科大学眼科助教
201 年 1 月 東京女子医科大学眼科准講師
2015 年 5 月 東京女子医科大学女性医師・研究者支援センター兼務
研究報告
目的: 網膜静脈分校閉塞症 (BRVO branch retinal vein oclusin) に伴う黄斑浮腫に対して、




浮腫を伴う BRVO に対して、新たな抗 VEGF 薬硝子体内注射の注射デザインを提案し、その有
効性を検討した。
方法: 黄斑浮腫を伴う BRVO 症例 40 例 40 眼。平均年齢は 67. 0:t 7. 1 歳。ラニピ、ズマブ(ルセンテ
イス⑧、ノバルティスファーマ)を使用し、新しい硝子体内注射デザインにより 12 カ月観察
した。主要評価項目は ETDRS (Early Treatmn Diabetic Retinopathy Study) 視力 15 文字
以上の視力改善率。その他の評価項目として黄斑浮腫改善の評価である、中心寵平均網膜
厚 (CFT) の変化および 12 カ月で、の、注射回数について検討した。
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結果 ETDRS 視力 15 文字以上の改善を得た症例は 45.4% で、あった。 CFT は 12 カ月で 95% の症例で
軽減し、平均注射回数は 3.6 回で、あった。
考察: 大規模多施設研究である BRAVO study では、 12 カ月における ETDRS15 文字以上の視力改善率
は 60.3 犯である。本研究では 45.% であり、 BRAVO study に劣る結果となった。本研究は、
BRAVO study と比較してベースラインの視力が高く、低視力の改善度が大きく評価される傾
向がある。しかし、本研究では、 95.2% の症例で視力改善を認め、悪化例はなかった。また、
BRAVO study において、 12 カ月時点での投与回数は 8. 4:t 3. 1回であるのに対し、本研究で
は、 3.6 回であり、投与回数が少ない結果となった。当治療は本邦では 17 万円/固と高額
であり、本法での投与方法は、患者負担のみならず、費用対効果の面でも有意義な結果とな
った。
結論 BRVO に伴う黄斑浮腫に対して、今回新たに抗VEGF 抗体硝子体内注射のデザインを提案した。
その有効性は、既報告と比して劣らず、患者負担を軽減するものと考えられた。
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